
焼津水産高校の生徒・学生が海上自衛隊を見学
そ
し
て
部
隊
運
用
の
調
査
研
究
と
幅
広
い
。
学
生
た
ち
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
護
衛
艦

科
の
学
生
１
４
人
。

市
）
見
学
を
支
援
し
た
。

ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
た
。

学
生
た
ち
は
対
応
し
て
く
れ
た
海
上
自
衛
官
に
同
じ
海
の
男
と
し
て
親
近
感
を
寄
せ
て
い
た
。

造
や
各
種
機
能
に
つ
い
て
多
く
を
学
ん
で
い
た
。

次
に
、
岸
壁
か
ら
近
傍
に
所
在
す
る
海
上
自
衛
隊
第
２
術
科
学
校
に
移
動
。
同
校
は
艦
艇
の

今
回
の
見
学
に
参
加
し
た
の
は
、
海
洋
科
学
科
２
年
生
２
０
人
と
、
同
学
科
を
卒
業
後
に
船

静
岡
県
立
焼
津
水
産
高
等
学
校
（
焼
津
市
）
の
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
（
神
奈
川
県
横
須
賀

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
実
際
の
装
備
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
基
地
見
学
等
を
積
極
的
に

研
修
終
了
後
、
学
生
は
「
学
校
で
は
経
験
の
で
き
な
い
機
関
室
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
操
作
や

横
須
賀
基
地
到
着
後
、
岸
壁
に
停
泊
中
の
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
と
「
て
る
づ
き
」
の
雄
姿

の
主
力
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
操
作
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
体
験

し
た
ほ
か
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
エ
ン
ジ
ン
の
実
機
を
間
近
で
見
学
し
、
機
関
の
構

を
前
に
、
海
上
自
衛
隊
や
護
衛
艦
の
任
務
、
両
艦
の
性
能
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、

舶
運
航
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
三
級
海
技
士
な
ど
を
目
指
し
て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
専
攻

紹
介
し
、
多
く
の
若
者
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

心
臓
と
も
い
う
べ
き
エ
ン
ジ
ン
を
は
じ
め
、
情
報
や
外
国
語
に
関
す
る
海
上
自
衛
官
の
教
育
、

巨
大
な
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
間
近
に
見
学
で
き
て
、
こ
れ
か
ら
の
勉
強
の
励
み
に
な
り

在日米陸軍軍楽隊も登場　令和最初の静岡音楽祭
で
育
ん
で
く
れ
た
故
郷
・
静
岡
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
挨
拶
し
た
。

「
入
隊
・
入
校
激
励
会
」
を
開
催
。
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
の
中
川
麻
梨
子
３
等
海
曹
に
よ
る
国
歌

を
支
援
し
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
官
を
目
指
す
若
者
が
高
い
志
を
持
っ
て
入
隊
で
き
る
よ
う
各
種
激
励

称
え
て
の
大
会
歌
や
天
皇
陛
下
御
即
位
の
際
の
奉
祝
曲
な
ど
を
演
奏
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
コ
ー
ル

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
月
１
６
日
（
木
）、

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
宮
川
知
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
月
２
５
日
（
土
）、
グ
ラ

心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た
。

隊
（
神
奈
川
県
座
間
市
）、
海
自
東
京
音
楽
隊
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

激
励
を
受
け
、
入
隊
・
入
校
者
を
代
表
し
て
、
海
上
自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
隊
予
定

今
年
は
「
心
奏
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）　

響
け
輝
け
心
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
部
構
成
で
行

会
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
な
ど
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る

ン
シ
ッ
プ
静
岡
（
静
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
静
岡
県
防
衛
協
会
主
催
の
「
第
３
９
回
静
岡
音
楽
祭
」

で
再
登
場
し
た
米
陸
軍
軍
楽
隊
と
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」
な
ど
を
合
同
演
奏
し
、
聴
衆
と
一
体
と

し
た
音
楽
の
魅
力
と
力
を
伝
え
、
集
ま
っ
た
約
３
６
０
０
人
の
心
を
美
し
い
音
色
で
魅
了
し
た
。

独
唱
で
始
ま
り
、
静
岡
県
防
衛
協
会
会
長
・
鈴
木
与
平
氏
や
同
協
会
名
誉
会
長
の
川
勝
平
太
静
岡
県

第
２
部
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
３
４
普
通
科
連
隊
ら
っ
ぱ
隊
（
御
殿
場
市
）、
県
立
清
水
南
高
等
学
校

・
同
中
等
部
管
弦
楽
部
（
静
岡
市
）、
滝
ヶ
原
駐
屯
地
雲
海
太
鼓
（
御
殿
場
市
）、
在
日
米
陸
軍
軍
楽

知
事
、
国
会
議
員
、
陸
上
自
衛
隊
富
士
学
校
長
、
航
空
自
衛
隊
航
空
教
育
集
団
司
令
部
幕
僚
長
か
ら

わ
れ
た
。
第
１
部
は
、
こ
の
春
県
内
か
ら
自
衛
隊
へ
は
ば
た
く
若
人
た
ち
へ
激
励
を
送
る
場
と
し
て

理
解
促
進
と
自
衛
官
へ
の
親
近
感
向
上
に
努
め
て
い
く
。

な
っ
て
日
米
友
好
の
絆
を
深
め
た
。

の
清
遼
太
郎
君
が
、
日
本
の
た
め
に
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
熱
い
決
意
と
、
家
族
を
は
じ
め
こ
れ
ま

特
に
海
自
東
京
音
楽
隊
は
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
を
制
し
た
静
岡
学
園
高
等
学
校
を


